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東
京
に
於
け
る
學
校
の
主
も
な
る
も
の
は
、
幾
ん
ど
城
北
の
臺
地
に
集
ま
れ
り
。

本
郷
臺
の
帝
國
大
學
、
第
一
高
等
學
校
、
上
野
臺
の
東
京
音
樂
學
校
、
東
京
美

術
學
校
、
目
白
臺
の
學
習
院
、
女
子
大
學
、
早
稻
田
よ
り
高
田
臺
へ
か
け
て
の

早
稻
田
大
學
、
市
ヶ
谷
臺
の
陸
軍
士
官
學
校
、
陸
軍
中
央
幼
年
學
校
、
戸
山
學

校
、
陸
軍
砲
工
學
校
、
氷
川
臺
の
東
京
盲
唖
學
校
、
小
石
川
臺
の
高
等
師
範
學

校
、
府
立
第
二
高
等
女
學
校
、
女
子
師
範
學
校
な
ど
、
こ
れ
也
。
さ
き
頃
、
新

た
に
小
日
向
臺
に
、
帝
國
女
子
大
學
建
築
地
と
記
せ
る
木
標
が
立
ち
た
り
。
そ

の
畫
け
る
指
の
示
す
が
ま
ゝ
に
小
さ
き
路
を
行
け
ば
、
大
塚
彈
藥
庫
に
接
し
て
、

建
築
中
の
校
舍
あ
り
。
さ
れ
ど
帝
國
女
子
大
學
の
看
板
は
無
く
て
、
帝
國
女
子

專
門
學
校
の
看
板
あ
り
。
之
に
附
屬
せ
る
帝
國
高
等
女
學
校
は
、
其
の
一
部
分

に
て
開
校
せ
る
さ
ま
也
。
校
舍
將
に
成
ら
む
と
し
て
頓
挫
せ
る
に
や
、
ほ
ん
の

數
人
の
工
人
が
こ
つ
〳
〵
働
け
る
さ
ま
に
て
、
い
つ
出
來
上
る
こ
と
や
ら
、
一

見
人
を
し
て
氣
の
毒
の
念
に
堪
へ
ざ
ら
し
む
。
木
標
に
は
、
帝
國
女
子
大
學
と

あ
り
て
、
校
舍
に
は
帝
國
女
子
專
門
學
校
と
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
事
情
を
聞
け
ば
、

益
〻
氣
の
毒
に
思
は
る
ゝ
也
。

　
設
立
者
は
、
誰
あ
ら
う
、
も
と
國
光
社
を
創
め
て
、
國
粹
發
揮
を
唱
へ
、

「
國
光
」
「
女
鑑
」
な
ど
を
發
行
し
て
、
世
に
其
名
を
知
ら
れ
た
る
西
澤
之
助

氏
也
。
後
ち
國
光
社
は
、
教
科
書
肆
と
な
り
、
印
刷
所
と
な
り
し
が
、
西
氏
は

轉
じ
て
、
帝
國
高
等
女
學
校
を
創
め
て
、
今
日
に
至
れ
り
。
氏
は
更
に
帝
國
女

子
大
學
を
も
創
め
む
と
多
年
苦
心
の
結
果
、
漸
く
成
立
せ
む
と
せ
し
に
、
文
部

省
に
否
認
せ
ら
れ
た
り
。
さ
て
こ
そ
、
女
子
大
學
と
名
乘
る
能
は
ず
し
て
、
女

子
專
門
學
校
と
名
乘
れ
る
也
。

　
何
故
に
文
部
省
が
否
認
し
た
る
か
は
、
わ
れ
知
ら
ず
。
唯
〻
大
學
と
し
て
の

設
備
が
不
十
分
な
り
し
な
る
べ
く
、
設
備
の
不
十
分
な
る
は
、
資
金
の
不
足
な

る
に
因
る
な
る
べ
し
ぐ
ら
ゐ
に
想
像
せ
ら
る
ゝ
也
。
さ
る
教
育
家
の
話
を
聞
く

に
、
こ
の
頃
は
、
女
子
の
高
等
教
育
は
、
數
年
前
の
や
う
に
は
振
は
ず
。
そ
は

地
方
の
富
豪
の
嗣
兒
は
、
中
等
教
育
の
程
度
に
止
ま
れ
る
に
、
高
等
教
育
を
受

け
た
る
女
子
で
は
釣
合
が
取
れ
ず
、
爲
に
嫁
し
難
き
事
情
あ
る
よ
り
、
父
兄
茲

に
反
省
し
て
、
女
子
の
高
等
教
育
を
避
く
る
に
由
る
な
り
と
。
果
し
て
然
ら
ば
、

將
來
は
知
ら
ず
、
當
分
の
内
は
、
帝
國
女
子
大
學
の
前
途
も
大
い
に
あ
や
ぶ
ま

る
ゝ
也
。
在
來
、
蹉
躓
に
蹉
躓
を
重
ね
し
老
事
業
家
西
氏
の
苦
心
も
さ
こ
そ
と

思
は
る
ゝ
也
。
さ
れ
ど
、
進
歩
し
て
止
ま
ざ
る
世
の
中
、
必
ず
や
我
國
に
女
子

大
學
の
三
つ
四
つ
出
來
る
の
日
あ
る
べ
し
。
目
白
臺
の
女
子
大
學
も
小
日
向
臺

と
近
く
東
西
相
對
峙
し
、
相
競
爭
す
れ
ば
一
種
の
壯
觀
た
る
を
失
は
ず
。
知
ら

ず
、
西
氏
が
老
後
の
思
出
で
に
、
よ
く
之
を
完
成
す
る
を
得
る
や
否
や
。

　
東
洋
協
會
專
門
學
校
も
、
こ
の
附
近
に
在
り
。
も
と
は
、
東
洋
を
冠
せ
ず
し

て
臺
灣
を
冠
し
、
臺
灣
向
き
の
人
才
を
教
育
せ
し
が
、
韓
國
滿
洲
が
我
が
勢
力

範
圍
と
な
る
に
及
び
て
、
改
め
て
東
洋
を
冠
せ
り
。
私
立
な
れ
ど
、
官
の
保
護

金
あ
り
。
外
國
語
學
校
と
商
業
學
校
と
を
合
し
た
る
や
う
な
學
校
な
る
が
、
こ

の
校
の
盛
衰
は
、
外
に
及
ぼ
す
我
が
勢
力
の
消
長
を
卜
す
る
に
足
る
べ
し
。

　
斯
か
る
二
大
校
を
有
せ
る
小
日
向
臺
は
、
南
は
江
戸
川
に
臨
み
、
東
は
茗
荷

谷
を
隔
て
て
小
石
川
臺
に
對
し
、
西
は
音
羽
谷
を
隔
て
て
目
白
臺
に
對
し
、
北

は
小
石
川
臺
と
一
つ
に
な
り
て
大
塚
臺
に
連
な
る
。
四
方
い
づ
れ
よ
り
行
く
も
、

坂
路
あ
り
。
從
つ
て
馬
車
の
往
來
稀
な
る
市
中
の
別
天
地
也
。
彈
藥
庫
の
側
に

立
て
る
一
株
の
銀
杏
樹
、
甚
だ
高
し
。
小
日
向
臺
の
王
者
の
觀
あ
り
。
和
田
垣

博
士
の
門
内
に
、
偉
大
な
る
檜
葉
の
樹
あ
り
。
云
ふ
是
れ
東
京
市
中
の
檜
葉
の

最
も
大
な
る
も
の
な
り
と
。
主
人
の
博
士
も
、
こ
の
檜
葉
の
如
く
、
當
代
一
種

の
偉
人
と
し
て
世
に
仰
が
る
。
内
に
誠
を
藏
し
、
血
と
涙
と
を
湛
へ
て
、
包
む

に
奇
才
と
博
識
と
を
以
て
し
、
或
は
磊
落
に
、
或
は
飄
逸
に
、
或
は
奇
拔
に
、
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或
は
嚴
正
に
、
或
は
滑
稽
に
、
卓
然
と
し
て
名
利
の
※
よ
り
逸
出
せ
る
博
士
の

人
格
は
、
今
の
世
、
絶
え
て
其
比
を
見
ず
。
人
も
木
も
共
に
小
日
向
臺
の
名
物

也
。

　
な
ほ
こ
の
臺
に
は
、
新
渡
戸
博
士
も
住
め
り
。
英
詩
人
野
口
米
次
郎
氏
も
住

め
り
。
舊
會
津
侯
、
舊
津
輕
侯
の
屋
敷
も
あ
り
。
徳
川
家
の
別
莊
も
あ
り
。
さ

ば
か
り
壯
大
な
る
屋
敷
も
な
く
、
ま
た
陋
屋
も
無
し
。
小
日
向
神
社
境
内
の
稻

荷
祠
畔
は
、
眺
望
開
け
た
り
。
小
日
向
臺
の
西
南
端
は
久
世
山
と
て
、
眺
望
は

更
に
佳
也
、
凡
そ
一
萬
坪
、
今
に
空
地
と
し
て
存
す
。
少
し
手
を
加
へ
て
、
市

の
一
公
園
と
な
さ
む
は
、
如
何
に
や
。

　
何
ぴ
と
の
子
に
や
、
ま
だ
幼
少
な
る
女
の
雜
種
兒
の
、
日
夕
こ
の
臺
を
上
下

す
る
も
の
あ
り
。
服
裝
、
洋
に
あ
ら
ず
、
和
に
あ
ら
ず
、
ち
ぐ
は
ぐ
の
樣
せ
る

に
、
行
人
目
を
そ
ば
だ
て
ざ
る
は
無
し
。
こ
の
兒
、
學
校
に
ゆ
き
て
も
、
誰
も

相
手
に
す
る
も
の
な
く
、
悄
然
と
し
て
獨
り
遊
ぶ
な
り
と
聞
く
。
憐
れ
な
る
哉
、

雜
種
兒
の
境
遇
。
さ
れ
ど
、
知
ら
ず
、
日
本
の
文
明
も
、
い
つ
雜
種
兒
の
境
遇

を
は
な
る
ゝ
に
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
三
年
）

4小日向臺
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